
 

四国の森づくりシンポジウム発表資料 
 

団 体 名 
 

滑床千年の森をつくる会 

１ 代表者 

  安藤哲次 

 

２ 事務局住所 

  愛媛県松山市平井町1486番地 

 

３ 団体の目的 

   宇和島市の滑床渓谷周辺森林の間伐を行い、針葉樹、広葉樹の混合林を育成し、保水力、 
  土壌保全力、二酸化炭素の吸収力等の高い森林をつくる。 

 

４ 会員数及び構成 

  会員数87名 

 

５ 活動をはじめたきっかけなど 

   滑床渓谷の水量や水温の変化が気になった宇和島南高校登山部OB会の有志が中心とな 
 り、周辺森林を整備するため2002年6月30日に設立した。 

 

６ 現在の活動内容 

   国有林と協定した「滑床ふれあいの森」を中心に、下刈り、自然観察会、保育間伐、 
地ごしらえ、植樹など、毎月1回のペースで活動を行っている。また、えひめ森林ボラ 
ンティア連絡協議会に参加し県内の森林ボランティア団体との交流を図っている。 

 

７ 今後の展開 

   これまでの活動に加え活動の輪を広げるため、愛媛県が今年度から導入した森林環境 
  税の公募事業を活用して、宇和島市民を対象にした熊本県で活動されている竹熊宜孝先 
  生の講演会や間伐講習会を計画している。 

                                                                        

     
     植樹         下刈り        登山道整備 
 

 


